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広
報

　５月14日、ふるさと体験事業のひとつとして、乙部小学校の
５年生がサクラマス定置網漁を体験しました。
　館浦と鳥山の定置網を設置したポイントで網を引き揚げ、飛び
はねる銀色に輝くマスの姿を見ると、児童は大喜びでした。
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大漁、大漁！定置網漁を体験
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乙
部
岳
の
雪
も
解
け
、
春
の
農
作
業
シ
ー

ズ
ン
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

乙
部
町
の
大
き
な
産
業
の
ひ
と
つ
“
農

業
”
の
現
在
を
紹
介
し
ま
す
。

～
乙
部
町
の
農
業
～

　

平
成
二
十
二
年
度
農
林
課
資
料
で
は
、

乙
部
町
で
は
八
十
四
戸
が
農
業
経
営
を
営

ん
で
い
て
、
総
生
産
額
は
約
三
億
三
千
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

乙
部
町
の
農
業
は
、
か
つ
て
食
用
ゆ
り

根
が
日
本
農
業
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
基

幹
産
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
で

農
家
数
は
減
少
し
、
農
業
経
営
は
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
町
で
は
農
業
再
生
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
持
続
可
能
で
安
定
し
た
農
業
経
営
を

図
ろ
う
と
、
輪
作
体
系
の
確
立
や
契
約
栽

培
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ウ
ス
栽
培
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
て
、
今
後
更
に
新
規
就
農
者
や
、
生

産
額
の
増
加
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

～
野
菜
の
契
約
栽
培
～

　

農
業
の
難
し
さ
の
一
つ
に
輪
作
体
系
の

確
立
が
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
畑
で
同
じ
作
物
を
続
け
て
栽
培
し

て
い
る
と
、
必
要
な
栄
養
素
が
不
足
し
た

り
、
病
原
菌
が
発
生
し
た
り
す
る
連
作
障

害
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

連
作
障
害
を
防
ぐ
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

同
じ
畑
に
性
質
の
異
な
る
作
物
を
一
定
の

期
間
を
置
い
て
周
期
的
に
栽
培
す
る
輪
作

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

乙
部
町
で
は
、
従
来
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
大

豆
の
作
付
比
率
が
高
く
、
輪
作
体
系
は
確

立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
輪
作
す
る

作
物
を
増
や
そ
う
と
、
平
成
十
七
年
度
か

ら
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
契
約
栽
培
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

契
約
栽
培
は
順
調
に
行
わ
れ
、
平
成

二
十
一
年
度
に
は
、
販
売
額
が
九
千
万
円

を
超
え
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
二
・
二
十
三

年
度
は
夏
場
の
高
温
多
雨
の
影
響
で
収
量

は
悪
化
し
ま
し
た
。（
３
ペ
ー
ジ 

表
―
１
）

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培
は
三
月
か
ら
育

苗
が
始
ま
り
、
四
月
か
ら
苗
を
畑
へ
定
植

し
て
、
六
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
収
穫
を
行
い

ま
す
。

　

収
穫
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
姫
川
の

集
荷
場
で
選
別
さ
れ
、
東
京
の
青
果
物
専

門
商
社
へ
十
月
末
ご
ろ
ま
で
出
荷
さ
れ
ま

す
。

　

現
在
で
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
だ
け
で
は

な
く
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や
カ
ボ
チ
ャ
を

加
え
て
、
輪
作
体
系
を
確
立
し
、
高
品
質

な
作
物
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

～
大
豆
の
契
約
栽
培
～

　

大
豆
は
、
輪
作
体
系
を
確
立
す
る
上
で
、

欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
作
物
で
す
。

　

全
国
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
地
域
在

来
の
大
豆
、
い
わ
ゆ
る
地
大
豆
は
、
全
国

に
た
く
さ
ん
の
品
種
が
あ
り
ま
す
が
、
栽

培
条
件
の
違
い
な
ど
に
よ
る
品
質
の
格
差

が
大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
あ
ま
り
流
通

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
乙
部
町
は
、
魅
力
が
あ
る
品
種

の
大
豆
を
契
約
栽
培
に
よ
り
安
定
し
て
生

産
す
る
体
制
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
て
、

年
々
栽
培
面
積
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
大
豆
の
栽
培
計
画
は
、
五
月
下
旬

の
播
種
に
始
ま
り
、
九
〜
十
月
に
収
穫
を

す
る
見
込
み
で
す
。（
３
ペ
ー
ジ 

表
―
２
）

～
ハ
ウ
ス
栽
培
～

　

乙
部
町
で
の
ハ
ウ
ス
栽
培
の
主
要
作
物

は
、
現
在
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
イ
チ
ゴ
、

ト
マ
ト
で
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
平
成
十
二
年
か
ら

露
地
栽
培
か
ら
立り

っ
け
い茎

栽
培
に
栽
培
方
法
を

変
更
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
露
地
栽
培
は
、
収
穫
を
早
め
に

切
り
上
げ
て
、
翌
年
度
の
養
分
を
蓄
積
し

て
翌
春
に
若
芽
を
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　

露
地
栽
培
に
対
し
て
立
茎
栽
培
は
、
春

の
収
穫
時
に
、
親
茎
に
す
る
若
芽
を
数
本

農
作
業
シ
ー
ズ
ン
到
来

　
　
　
収
量
増
に
期
待
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残
し
、
そ
の
後
出
て
く
る
若
芽
を
九
月
の

中
旬
頃
ま
で
収
穫
す
る
こ
と
で
、
収
穫
と

翌
年
分
の
養
分
の
貯
蔵
を
同
時
に
行
う
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

現
在
、
乙
部
町
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
す
べ
て
立
茎
栽
培
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
の
栽
培
は
、
平
成
十
二
年
か
ら

土
耕
栽
培
か
ら
高
設
栽
培
へ
と
、
新
た
な

栽
培
方
法
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

高
設
栽
培
は
、
地
面
よ
り
高
い
位
置
で

作
業
す
る
の
で
、
土
耕
栽
培
だ
と
中
腰
で

し
て
い
た
作
業
姿
勢
を
改
善
で
き
、
イ
チ

ゴ
栽
培
の
作
業
時
間
の
多
く
を
占
め
る
収

穫
作
業
が
省
力
化
さ
れ
、
ま
た
、
衛
生
面

で
も
土
耕
栽
培
に
比
べ
優
れ
て
い
ま
す
。

　

乙
部
町
で
は
二
種
類
の
イ
チ
ゴ
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
春
に
収
穫
し
て
い
た
イ
チ
ゴ
に

加
え
、
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ

に
使
わ
れ
る
四
季
な
り
イ
チ
ゴ
を
栽
培
す

る
こ
と
で
、
十
一
月
頃
ま
で
収
穫
を
行
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
は
、
鳥
山
地
区
で
温
泉
熱
を
利

用
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
泉
熱
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
ハ
ウ
ス

内
の
温
度
を
一
定
の
水
準
で
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
、
非
常
に
品
質
の
良
い
ト
マ
ト

を
生
産
し
、
高
い
収
益
性
を
確
保
し
て
い

ま
す
。

～
将
来
の
た
め
に
・
試
験
栽
培
～

　

契
約
栽
培
や
ハ
ウ
ス
栽
培
以
外
に
も
、

次
の
主
力
と
な
る
作
物
を
求
め
て
、
試
験

栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

乙
部
町
で
は
、
数
年
前
か
ら
サ
ト
イ
モ

や
ニ
ン
ニ
ク
を
栽
培
し
て
い
て
、
一
定
の

成
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

試
験
栽
培
を
継
続
す
る
の
は
、
①
温
暖

化
に
対
応
で
き
る
②
少
な
い
労
働
力
で
栽

培
で
き
る
③
繁
忙
期
か
ら
ず
れ
た
時
期
に

収
穫
が
で
き
る
な
ど
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

特
に
近
年
、
夏
場
の
高
温
多
雨
の
気
候

が
続
い
て
い
る
の
で
、
東
北
地
方
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
作
物
を
中
心
に
試
験
を
続
け

て
い
ま
す
。

～
乙
部
町
農
業
の
こ
れ
か
ら
～

　

乙
部
町
の
農
業
の
課
題
は
、
農
業
生
産

性
が
低
く
、
兼
業
化
率
が
高
い
こ
と
。
さ

ら
に
専
業
農
家
の
担
い
手
不
足
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
既
存
の
作
物
の

収
益
性
を
確
保
し
、
気
候
の
変
化
に
対
応

で
き
る
作
物
を
定
着
し
て
い
く
こ
と
。
さ

ら
に
、
主
要
な
作
物
を
増
や
し
、
輪
作
体

系
を
確
立
す
る
こ
と
で
連
作
障
害
を
回
避

し
、
収
量
の
増
加
と
品
質
を
高
い
レ
ベ
ル

で
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
、
長
期
に
わ
た
っ
て

農
業
の
安
定
経
営
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
就
農
者
に
理
解
し
て
い
た

だ
い
て
、
夢
の
あ
る
農
業
経
営
を
続
け
る

担
い
手
が
多
く
現
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

ブロッコリーの定植トマトの選別・箱づめ

年　　度 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年

栽培面積 27.5 ha 27.95 ha 26.1 ha

生産金額 91,898,100 円 59,359,122 円 68,677,560 円

銘　　　柄 黒　千　石 大莢白乙女 越前みどり 乙 部 大 黒

種　　　類 黒　大　豆 黄　大　豆 青　大　豆 黒　大　豆

販　売　先 新　　潟 函　　館 札　　幌 札　　幌

Ｈ 24 作付予定面積 15 ha 4 ha 9 ha 5 ha

表ー１

表ー 2
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五
月
三
日
、
千
岱
野
地
区
の
獣

魂
碑
で
獣
魂
祭
が
行
わ
れ
、
地
域

の
農
業
者
ら
が
、
家
畜
へ
の
感
謝

の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

獣
魂
祭
は
、
千
岱
野
地
区
で
開

墾
が
始
ま
っ
た
頃
に
活
躍
し
た
農

耕
馬
や
、
乳
牛
な
ど
現
代
農
業
の

基
礎
を
作
っ
た
家
畜
に
対
し
て
、

感
謝
の
意
を
表
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
地
元
で
は
古
く
か
ら

地
域
総
出
の
大
き
な
行
事
で
す
。

　

今
で
は
機
械
化
が
進
み
、
農
耕

馬
の
姿
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
し
、
乳
牛
も
い
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
毎
年
続
け
ら
れ
て
い

て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

故
郷
の
催
し
と
し
て
愛
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

祭
事
で
は
、
林
義
秀
祭
典
委
員

長
が
「
家
畜
が
い
な
け
れ
ば
農
業

は
成
り
立
た
な
か
っ
た
。
農
業
経

営
に
尽
く
し
て
く
れ
た
家
畜
は

我
々
の
宝
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

と
、
祭
文
を
述
べ
、
各
生
産
組
合

の
代
表
者
ら
が
玉
串
を
捧
げ
ま
し

た
。

　

今
年
は
餅
ま
き
も
行
わ
れ
、
来

場
者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

　

祭
典
終
了
後
は
、
千
岱
野
研
修

会
館
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
農
作

業
で
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
ら
は
「
地
元
か
ら
離
れ

た
子
ど
も
や
孫
と
一
緒
に
参
加
し

て
欲
し
い
。
故
郷
の
祭
典
を
忘
れ

ず
に
い
て
欲
し
い
で
す
ね
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
二
日
、
春
の
ク
リ
ー

ン
作
戦
が
町
内
全
域
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
清
潔
で
う

る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
毎
年
春
と
秋
の
二
回
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
各
自
治

会
町
内
会
を
中
心
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
参
加
者
は
約
九
百
人

で
、
道
路
わ
き
や
海
岸
線
に
捨
て

ら
れ
た
ゴ
ミ
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に

拾
い
集
め
、
き
れ
い
な
景
観
を
守

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、

約
三
千
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ゴ
ミ

が
拾
い
集
め
ら
れ
、
家
庭
か
ら
出

た
粗
大
ゴ
ミ
は
約
八
千
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
た
方
は
「
平
気
で

ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
す
る
気
持
ち
が

わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
社
会

の
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
ゴ
ミ
は
少
な

く
な
る
の
に
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

〜
千
岱
野
地
区
で
獣
魂
祭
開
催
〜

きれいな町を

　　　  いつまでも

きれいな町を

　　　  いつまでも

町内各地でクリーン作戦実施
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お父さん＝
　　　　　　松原　圭他さん
お母さん＝
　　　　　　　　　樹里さん
ぼくは
　 ２歳１ヶ月の男の子です。
名前の由来＝
響きが良いことと、お兄ちゃ
んとお揃いの「斗」の字を使
おうと、ママが決めました。
両親の願い＝
元気で、何に対しても、誰に
対しても真っすぐに向かい、
優しい子に育って欲しいです。

お父さん＝
　　　　　三上　良介さん

お母さん＝
　　　　　　　　莉沙さん

わたしは
２歳１ヶ月の女の子です。

名前の由来＝
清い心を持った子という意味
で怜子です。
パパの希望で「子」を付けま
した。
両親の願い＝
素直で思いやりのある、優し
い子に育って欲しいです。

松原　奏斗くん

（緑　町）
三上　怜子ちゃん

（滝　瀬）

わが家のアイドル

れいこ かなと

　

乙
部
町
消
防
団
の
春
季
消
防
総

合
演
習
が
、
五
月
十
三
日
に
元
和

台
海
浜
公
園
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

新
団
員
五
人
を
含
む
、
四
個
分

団
五
十
九
人
が
参
加
し
、
万
が
一

の
場
合
に
備
え
、
き
び
き
び
と
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

演
習
に
先
立
ち
、
米
田
光
政
乙

部
町
消
防
団
長
が
「
演
習
に
向
け

て
早
朝
、
夕
方
の
訓
練
ご
苦
労
様

で
し
た
。
よ
り
一
層
訓
練
に
励
み

地
域
住
民
の
負
託
に
こ
た
え
ら
れ

る
消
防
人
に
な
れ
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。」
と
訓
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

演
習
で
は
、
整
然
と
行
進
し
、

規
律
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
小
隊
訓
練
と
、
火
災
現
場

で
、
迅
速
、
確
実
に
放
水
す
る
技

術
を
高
め
る
た
め
に
行
わ
れ
る
放

水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
方
々
は
、
職
業
を

持
ち
な
が
ら
も
、
万
が
一
の
た
め

の
訓
練
を
日
々
行
い
、
火
災
や
災

害
な
ど
が
起
き
た
時
に
は
、
実
際

に
活
動
に
あ
た
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財

産
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担
う
消

防
団
活
動
は
、
最
近
ま
す
ま
す
注

目
さ
れ
、
活
躍
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
日
会
場
に
訪
れ
て
い
た
、
来

賓
、
見
学
の
方
々
は
、
そ
ん
な
頼

れ
る
消
防
団
員
の
姿
を
見
て
、
応

援
し
て
い
ま
し
た
。

｜まちの防火・
防災を万全に｜
乙部町消防団春季消防総合演習

訓辞を述べる米田団長

本番を想定した放水訓練

きびきびと小隊訓練
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病院での検診も助成しています！

乳がん検診・子宮がん検診 個別検診のお知らせ
    （40 歳以上の方）　　  　（20 歳以上の方）

乙部町では、道立江差病院や函館市内で実施する、乳がん・子宮がん検診の助成を行っています。

★いくらかかるの？～検診自己負担金～
○子宮頸部がん検診　1,200 円
○乳がん検診（マンモグラフィー併用）　
　　　　50 歳未満　3,500 円　50 歳以上　3,000 円
　　　　　※ただし、乳がん検診、子宮がん検診とも２年に１度の助成になります

助成を使えば、子宮がん検
診は約５千円、乳がん検診
は約 7 千円お得！

★申し込み法は？～検診までの流れ～
①役場町民課保健衛生係に「乳がん検診・子宮がん検診を希望します」と
　電話でお申し込みください。（☎ 62-2311）
　※受付期間：平成 24 年６月１日～平成 25 年１月 31 日まで
　後日、役場より、助成券『申込書兼受診券』と医療機関のお知らせをご自宅にお送りします。

②次に、受診する病院に直接申込みし、検診日時を決めましょう。
　※検診実施期間：平成 24 年７月１日～平成 25 年２月 28 日まで

③あとは、助成券に必要事項を記入し、保険証をもって受診すればＯＫ。
　検診の結果は、病院より約１ヶ月後にお知らせされます。

★病院に行くことが難しい方、面倒な方はこちら・・・
　バスによる検診（集団検診）を実施します。
　　乳がん検診：10 月 27 日（土）、子宮がん検診：12 月 8 日（土）　　
　　会場：町民会館　　料金（自己負担金）: 病院での検診と同額です

※受付は広報おとべ 8 月号で詳しくお知らせします

●●●がん検診推進事業（無料検診）のお知らせ●●●
　下記対象の方は、『平成24年度がん検診推進事業』により、乳がん検診・子宮がん検診を無料で受診できます。

（６月下旬頃郵送にて個別に通知します）
～～対象となる方は以下の年齢の女性です～～
乳がん検診：今年度（平成 24 年 4 月 2 日～平成 25 年 4 月 1 日）41、46、51、56、61 歳になる方
子宮がん検診：今年度（平成 24 年 4 月 2 日～平成 25 年 4 月 1 日）21、26、31、36、41 歳になる方

乳がん検診および子宮がん検診　実施医療機関および実施曜日

乳
が
ん
検
診

月・水・金曜日のみ：道立江差病院　　平日・土曜日実施：共愛会病院、函館五稜郭病院
平日のみ実施：函館中央病院、函館市医師会病院、市立函館病院、函館渡辺病院
　　　　　　　（以下２病院は年数回日曜日にも実施）秋山記念病院、国立病院機構函館病院

子
宮
が
ん
検
診

月～木曜日：道立江差病院　　平日のみ実施：市立函館病院、国立病院機構函館病院、
平日・土曜日実施：岡和田産婦人科医院、産婦人科白鳥クリニック、共愛会病院、函館中央病院
　　　　　　　　　三浦レディースクリニック、函館五稜郭病院、美馬産婦人科、藤松産婦人科医院
　　　　　　　　　五稜郭ウイメンズクリニック、えんどう桔梗マタニティクリニック、湯の川女性クリニック
平日・土・日曜日実施：こじま産婦人科、秋山記念病院　　　　　　　　　

時間もお金も大事で
すが…時には自分も
大切に！



6月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

／ ／ ／ ／ ／ ₁ ₂

₃ ₄ ₅ ₆ ₇ ₈ ₉
休日当番医
乙部町国保病院

各小学校運動会
（各小） 

ヒブワクチン予防接種
（国保 午後１時～） 

第 25 回乙部町
少年の主張大会

（乙公 午後１時 30 分～）

ぴよぴよ広場
（町体 午前10時～）
お達者ぴんしゃん教室

（ケア 午前10時～） 

10 11 12 13 14 15 16
休日当番医
厚沢部町国保病院

三種混合予防接種
（国保 午後１時～）

ミニひよこサーク
ル・MAMA　FIT

（町体 午前10時～）

リハビリ特診
（国保 午後１時 30 分～）
第２回町議会定例会

（議場 午前10時～）

健康相談
（千研 正午～）

すくすく広場
（つ保 午前 9 時 30 分〜） 

17父の日 18 19 20 21 22 23
休日当番医
道立江差病院

公民館講座
「おとべ学」④
（町館 午前８時 30 分〜）

小学校陸上競技大会
（町グ 午前 9 時 10 分〜） 
麻しん風しん予防接種

（年長児対象）
（国保 午後１時～）

よい子の歯科検診
（ケア 午前 9 時～） 

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
ウォーキング講座

（ゆ里 午後６時～） 
健診結果を生かす
生活改善セミナー

（運動講座）
（町体 午後１時 30 分～）

少年の主張檜山
地区大会

（乙公 午後１時 30 分～）
健診結果を生かす
生活改善セミナー

（栄養講座）
（町館 午前11時～）

南部檜山清掃セン
ターは機械点検整
備のため休業とな
ります。

24 25 26 27 28 29 30
休日当番医
佐々木病院

つくし保育園運動会
（つ保 午前 8 時 45 分〜） 

健診結果を生かす
生活改善セミナー

（栄養講座）
（豊セ 午前11時～）

肺炎球菌ワクチ
ン予防接種

（国保 午後１時～） 

赤ちゃん相談・
赤ちゃん健診

（交流 午後 1 時～） 
おたっしゃ体操教室

（三研 午後 1 時 30 分～）

健康相談
（ゆ里 午後１時 30 分～）
リハビリ特診

（国保 午後１時 30 分～）
こころの健康相談

（江保 午後 3 時～）
ひよこサークル

（交流 午前10時～）

健康相談
（三愛 午前 9 時～）
健康相談

（三研 午前 9 時 40 分〜）  

全国訪問おはなし隊
「おはなし会」
（町館 午前10時～）

₅
27

₅
28

会
場
・
場
所
略
称

₅
29

₅
30

₅
31

( つ保 ) つくし保育園
( 国保 ) 国保病院
( 町体 ) 町民体育館
( ケア ) ケアセンターおとべ
( 千研 ) 千岱野研修会館
( 町館 ) 町民会館

( 交流 ) 生きがい交流センター
( ゆ里 ) ゆりの里活性化センター
( 江保 ) 江差保健所
( 三愛 ) 三ツ谷愛郷会館
( 三研 ) 三ツ谷研修会館

（乙公）乙部町公民館
（各小）各小学校
（町グ）町民グラウンド
（議場）乙部町役場議場
（豊セ）とよはま地区センター

〔７〕
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五
月
十
四
日
、
乙
部
小
学
校
の

五
年
生
二
十
九
人
が
乙
部
船
団
と

ひ
や
ま
漁
協
の
ご
協
力
を
頂
き
、

サ
ク
ラ
マ
ス
定
置
網
漁
業
を
体
験

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
乙
部
船
団

の
松
﨑
敏
文
船
団
長
か
ら
、
サ
ク

ラ
マ
ス
の
生
態
や
稚
魚
の
放
流
事

業
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
乙

部
漁
港
か
ら
四
隻
の
船
に
分
乗
し

て
定
置
網
が
仕
掛
け
て
あ
る
ポ
イ

ン
ト
ま
で
出
港
し
ま
し
た
。
船
を

向
か
い
合
わ
せ
て
網
を
た
ぐ
り
寄

せ
、
サ
ク
ラ
マ
ス
や
ヒ
ラ
メ
、
タ

コ
な
ど
が
水
揚
げ
さ
れ
る
と
児
童

は
大
き
な
歓
声
を
上
げ
喜
ん
で
い

る
様
子
で
し
た
。
そ
の
後
、
漁
師

さ
ん
の
計
ら
い
で
周
辺
を
遊
覧
し
、

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
海

か
ら
の
街
並
み
を
望
む
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
帰
港
し
た
後
は
、
乙

部
で
力
を
入
れ
て
い
る
ナ
マ
コ
の

養
殖
施
設
を
見
学
し
、
児
童
は
乙

部
の
基
幹
産
業
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

四
月
二
十
八
日
、
町
民
プ
ー
ル

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ

れ
、
各
小
中
学
校
の
校
長
や
教
頭
、

水
泳
少
年
団
な
ど
約
六
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
プ
ー
ル
は
温
泉
熱
を
利

用
し
た
水
温
約
三
十
度
の
温
水
プ
ー

ル
で
、
檜
山
管
内
で
は
一
番
早
い

オ
ー
プ
ン
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
水

泳
少
年
団
の
小
林
亮
太
さ
ん
（
乙
小

五
年
）
が
「
た
く
さ
ん
練
習
し
て
、

水
泳
大
会
で
良
い
成
績
が
と
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。」
と
今
年
の
目

標
を
宣
言
し
、
泳
ぎ
初
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

健
康
増
進
に
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
開
設
は
十
月
八
日
ま
で

サ
ク
ラ
マ
ス
に
大
歓
声
！

～
乙
部
小
５
年　

定
置
網
漁
業
体
験
～

定置網漁業を体験する児童

久しぶりに水の感触を楽しみました

町
民
プ
ー
ル

　

  

オ
ー
プ
ン

　第 25 回乙部町少年の主張大会が公民館講堂において開催されます。乙部中学校の生徒が、日頃から地域や家庭・学校の生
活の中で経験したことや体験したこと、感じていることなどについて発表します。中学生の生活に触れる機会のひとつですの
で、皆さまお誘い合わせの上ご来場ください。
　また、少年の主張檜山地区大会が６月 22 日（金）に乙部町で開催されることとなっており、檜山各町から選ばれた代表者
が出場することとなっています。

獲れた魚に歓声を上げる児童

◀
昨
年
の
主
張
大
会

教
育
委
員
会
だ
よ
り

第267号

乙部町少年の主張大会が開催されます

とき　平成 24 年６月６日㈬ 13:30 ～　 ところ　乙部町公民館
１．１年　井　口　元　太 「 夢 」　
２．１年　井　田　聖衣朗 「剣道を通して」
３．１年　杉　田　結　唯 「運動の大切さ」
４．１年　西　　　紗和希 「かかわり」
５．２年　佐　野　未　織 「あたりまえの毎日」 
６．２年　北　　　優　花 「将来の夢」
７．２年　寺　島　優　芽 「毎日を大切に生きる事」
８．２年　佐々木　里　湖 「家族がいるという事」
９．２年　明　石　京　也 「飢えに苦しむ世界の人々と僕らの立場」
10．２年　宮　本　修　太 「自分の性格からわかったこと」
11．３年　能　代　　　侑 「人に伝わる挨拶」
12．３年　林　　　美　緒 「大切な出会い」
13．３年　服　部　亜　紀 「将来の私の夢」

14．３年　松　原　雛　海 「 成 長 」
15．３年　松　本　郁　美 「自信と向き合う中で」
◆非行防止宣言　３年　中　澤　輝　也
※発表順とは異なります。
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公民館講座「おとべ学」④
～先史時代の乙部～

か
し
こ
く
・
た
の
し
く
・
た
く
ま
し
く

～
高
齢
者
大
学
が
始
ま
り
ま
す
～

　乙部町内には、文書記録の無い大昔から人間が住み着い
てきました。では、「いつから？ どのような場所に？ どん
な生活をしていた？」今回はその先史時代の乙部について
の講座を開催します。講座では、先史時代の講義のほか、
郷土資料室において先史時代の土器や石器などの見学と説
明も行います。

【日　時】　平成 24 年６月 17 日（日）　午前８時 30 分～
【場　所】　町民会館青少年研修室
【講　師】　乙部町教育委員会学芸員
【持　物】　筆記用具
【参加料】　無料
【申　込】　６月 15 日（金）午後３時までに
　　　　　公民館へお申し込み下さい。☎ 62-3311

　

五
月
九
日
、
公
民
館
に
お
い

て
高
齢
者
大
学
開
設
準
備
連
絡

会
議
が
開
催
さ
れ
、
町
内
十
地

区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
や
役
員

な
ど
が
出
席
し
、
今
年
の
高
齢

者
大
学
開
設
の
内
容
や
日
程
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
で
は
、
出
席
者
か
ら
教

養
を
高
め
る
文
化
講
座
の
開
催

や
、
老
い
に
備
え
る
老
人
施
設

の
学
習
講
座
の
開
催
な
ど
の
提

案
の
ほ
か
、
各
地
区
の
講
座
で

工
夫
し
て
開
設
し
て
い
る
点
な

ど
に
つ
い
て
の
情
報
交
流
も
行

わ
れ
ま
し
た
。　

　

教
育
委
員
会
と
公
民
館
で
は
、

今
年
も
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
明

る
く
元
気
に
生
き
が
い
を
も
っ

て
毎
日
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
、
全
地
区
合
同
や
各
地
区

高
齢
者
大
学
に
お
い
て
郷
土
料

理
教
室
や
映
画
鑑
賞
、
視
察
研

修
な
ど
様
々
な
講
座
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
席
し

て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
過

ご
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

▶
公
民
館
郷
土
資
料
室

◀
開
設
連
絡
会
議
の
様
子

～ 図書室の新刊おすすめ紹介 ～
【一般向け】　　　　　　　　　　　　　　　　
●新・幸福論　青い鳥の去ったあと 　  （五木　寛之）
●平清盛 ２　　　　　　　　　　　 　（藤本　有紀）
●猫背の虎動乱始末　　　　　　　　  （真保　裕一）
●東雲の途　　　　　　　　　　　（あさの　あつこ）
●右岸                          　　　　　　　 （辻　仁成）
●僕等がいた                    　　　　 （高瀬　ゆのか）
●非常識な読書のすすめ        　　　   （清水　克衛）
●ドナルド・キーン著者集　第２巻（ドナルド･キーン）
●世界一わかりやすいＴＰＰ     （ＴＰＰ問題研究会）
●こうちゃんの超簡単！野菜丸ごと楽うまレシピ（相田幸二）

【児童向け】
●かえうたかえうたこいのぼり   　　  （石井　聖岳）
●ももへの手紙                 　　　　   （沖浦　啓之）
●ポッキーのわくわくサンドイッチ 　 （柳原　幸子）
●ボクものがたり                 　　 （いもと　ようこ）
●がんばれ、おじいちゃん       　　　  （西本　鶏介）
●日本列島いきものたちの物語     　 　（出田　恵三）
●超ぼうけんめいろ 365   　　　   （このみ　ひかる）
●ぱたぱたももんちゃん   　　   （とよた　かずひこ）

皆さまのご来室をお待ちしています♪

檜
山
小
中
学
生
剣
道
練
成
大
会

第
三
十
五
回
少
年
武
道
大
会

　

四
月
二
十
二
日
・
乙
部
町
民
体
育
館

【
小
学
二
年
生
以
下
の
部
】

　

優　

勝　

小
松　

流
歌

　

第
三
位　

紺
野　

修
平

【
小
学
三
・
四
年
生
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

松
崎　

彩
子

【
小
学
三
・
四
年
生
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

平
野　

恵
夢

【
小
学
五
・
六
年
生
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

寺
島　

希
咲

　

第
二
位　

伊
藤 

さ
く
ら

　

第
三
位　

堀
田　

遥
花

　

第
三
位　

陳
祐　

綾
花

【
中
学
生
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

若
木　

萌
桂

　

三
月
十
八
日
・
函
館
市
民
体
育
館

【
団
体
戦
】

　

優　

勝　

乙
部
剣
道
少
年
団

 （
矢
野
惣
大
・
井
田
聖
衣
朗
・
清
水
悠
貴
・

寺
島
希
咲
・
松
崎
晋
彦
）

『
朝
か
ら
元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操
』

　

公
民
館
で
は
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
健
康
作
り
に
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
：
平
日
・
朝
八
時
三
十
分
～

場
所
：
公
民
館

☆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
会

　
　
　

 

七
月
二
十
六
日
・
朝
六
時
～



人材開発センター 6 月実施事業
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

六
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
６
月
７
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

▽
６
月
13
日
（
水
）

上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

▽
６
月
19
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
1
時
45
分

○ヨガ教室
※呼吸法を用いて全身を動かし、運動不足
とストレス解消。
日　　程　　6月9日（土）　23日（土）
時　　間　　10：00～12：00
定　　員　　10名
受 講 料　　1,500円
申込締切　　各実施日の前日まで

○フラダンス教室
※ハワイアンリズムによるフラダンスで運
動不足とストレス解消をしませんか。
日　　程　　6月9日（土）　23日（土）　
時　　間　　13：00～15：00
定　　員　　20名
受 講 料　　1,000円
申込締切　　各実施日の前日まで

○社交ダンス教室
※初心者から経験者まで気軽にダンスが楽
しめます。
日　　程　6月10日（日）　24日（日）
時　　間　13：00～16：00
定　　員　10名
受 講 料　2,000円
申込締切　各実施日前の金曜日まで
問い合わせ・申込：桧山地域人材開発センター
運営協議会“まなびっく”電話 52-0160　

　役場では６月１日～９月 30 日の間、
職員がノーネクタイ、ノージャケット
の軽装で業務を行いますので、ご理解
をお願い致します。
　ご来庁の皆さまも、どうぞお気軽に
軽装でお越しください。

クールビズを実施します

　総務省消防庁では、昨年 6 月に設置が義務化されました「住宅用
火災警報器」の「聴覚障害者対応型」の機器を給付することとしま
した。
　本事業は、視聴覚障がい手帳 6 級以上が対象者となり、申請によ
り無償設置されるものです。
　設置業者は、消防庁指定業者の【綜合警備保障株式会社アルソッ
ク北海道支社函館支店】が設置するものです。
　申請期間は、平成 24 年 12 月までとなっておりますので、最寄の
消防署及び檜山広域行政組合へお問い合わせください。
　お問い合わせ先：乙部消防署（☎ 62-2114）
　檜山広域行政組合消防本部消防課予防係（☎ 52-3026）

聴覚障害者対応型住宅用火災警報器
普及支援事業のお知らせ

　札幌国税局では、税務職員を募集しています。
　税務職員は、人事院が実施する国家公務員税務職員採用試験の最
終合格者の中から採用されます。
　平成 24 年度の採用試験の概要は、次のとおりです。

１　試験の程度　　高校卒業程度
２　受 験 資 格　　高卒見込みの者及び高卒後３年を経過していな
　　　　　　　　　い者
３　申込受付期間
　　①インターネット　６月 26 日（火）～７月５日（木）
　　　申込専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
　　②郵送又は持参　　７月２日（月）～７月 10 日（火）
　　　　　　　　　　　（通信日付印有効）

（注）申込先は、第１次試験地を管轄する人事院地方事務務局であり、
第１次試験地を道内とする場合は、人事院北海道事務局（〒060-0042
札幌市中央区大通西 12 丁目　☎（011）241-1248 です。）
４　第１次試験【基礎能力試験、適性試験及び作文試験】
　　９月９日（日）
５　第１次試験合格者発表日　　10 月 11 日（木）
６　第２次試験【人物試験及び身体検査】　
　　10 月 18 日（木）～ 10 月 25 日（木）までのうち指定する１日
７　最終合格者発表日　　11 月 20 日（火）
　不明な点は、札幌国税局人事第２課採用担当（☎ 011-231-5011
　内線 2315）又は最寄りの税務署（総務課）にお尋ねください。

税　務　職　員　募　集



循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　14日・　28日（木曜日）
午後　13日・　27日（水曜日）

眼 　 　 　 科 午前　木曜日
午後　６日・　20日・　27日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 1日・29日

月々 400 円（付加年金）
で増額しませんか？	
　国民年金第１号被保険者の方は、月々の定額保険料（平成 24 年
度 14,980 円）を納付する際に、付加保険料（400 円）を納付するこ
とで、老齢基礎年金（平成 24 年度満額　786,500 円）に付加年金が
上乗せされて受け取ることができます。
	 　【１年間に受け取る付加年金額】
　　200 円×付加保険料納付月数
　☆例えば・・・付加保険料を 10 年間納めた場合
　	 老齢基礎年金　　付加年金　　　　　
	 　786,500 円　＋　24,000 円＝　810,500 円			 
					   
　　　　納付　　400 円× 120 月（10 年）＝ 48,000 円		
　　　　受給　　200 円× 120 月（10 年）＝ 24,000 円		

①年金を受給してから２年間で納めた付加保険料と同額となるた
　め、お得です。
②支払った保険料は、全額社会保険料控除になります。		
③受け取る付加年金は、定額のため物価などによってスライ
　ド（増額・減額）はしません。				  
④第３号被保険者の方、国民年金基金に加入中の方は、付加
　年金のお申し込みはできません。

☆お申し込みは、役場町民課年金係（☎ 62-2311）まで☆
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  国民年金の上乗せ年金

国 民 年 金 基 金
　国民年金基金は、老後に受け取る国民年金（老齢
基礎年金）の不足分を補うための上乗せ年金として
創設された公的な年金です。	
　国民年金基金に加入できるのは、いずれの条件も
満たしている方です。	
● 20 歳から 60 歳未満の方	
●国民年金保険料を納めている方
　（農業者年金加入者除く）
●道内に住民票のある方	
	

　【こんなメリットがあります】
①掛金は全額社会保険料控除となり税金が軽減され
　ます。
②加入したときの掛金や受け取る年金額は変わりま
　せんので、自分に合わせた年金設計ができます。
③保証付に加入した方が保証期間内に亡くなられた
　場合、遺族の方に一時金が支給されます。
	

お問い合わせは、「北海道国民年金基金」
☆　フリーダイヤル　0120-65-4192 まで　☆

外来診療体制
6 月の診療予定です

新任医師紹介（４月から変わりました）
消化器内科：一

いっしき

色 裕
 ひろゆき

之医師
前任地：室蘭
江差の印象：風の強い街．
専門及び関心ある領域：消化器内科．消化管，
肝臓，胆嚢，膵臓などの腹部臓器．
趣味：水泳，温泉，ドライブ，将棋
自己ＰＲ：４月から赴任しました消化器科の一色です．３月までは室蘭の市
立病院で勤務しておりました．以前に短期間ですが江差病院で研修をしてい
たことがあり，戻ってくることができて嬉しく思っています．胃腸，肝臓，
膵臓などのお腹の中の病気を中心に診療しています．お腹や胃が痛い，便に
血が混じる，便が出づらい，酸っぱいものが上がってくる…などありましたら，
遠慮なく気軽にご相談ください．少しでも皆様の快適な生活にお役にたてる
よう頑張っていきたいと思いますので，どうぞ宜しくお願い申し上げます。

外科：伊
い と う

東 竜
た つ や

哉医師
　4 月より前任の岩山副院長から外科診療を引き継ぎ
ました外科医長の伊東です。
　平成 14 年卒で、3 月までは札幌医科大学第一外科に
勤務しておりました。専門は内視鏡外科・消化器外科・
一般外科です。江差に赴任するのは 2 回目で、前回は
平成 17-18 年度に勤務しておりました。その後も短期出張で頻繁に来江して
おりましたので、新鮮というよりは懐かしいところに帰ってきたというのが
感想です。診療を取り巻く環境は、前回赴任時には外科 3 人体制だったもの
が 1 人体制に変化しましたが、逆に大きな手術の際には札幌や函館から専門
の先生が手伝いにくるため、以前よりも時代に即した手術が出来るようにな
りました。私自身も家族が出来たり、医学博士号を所得したり、診療面での
スキルアップをしたりで一回り大きくなって帰ってきたと自負しておりま
す。初めての方も久しぶりの方も宜しくお願い申し上げます。

看護職員募集のお知らせ
　看護職員を募集しております。詳しくは、総看護師長まで、電話 52-
0036（内線 202）藍

あいば

葉（離職した方でも、正職員として再就職可能です。）

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
　　　  午後･･･13時00分～14時30分

受 付 時 間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

➡



不
法
投
棄
の
根
絶

  
豊
か
な
自
然
を
次
の
世
代
へ

払
い
、
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

～
産
業
廃
棄
物
の

　
　

不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
～

　

不
法
投
棄
の
多
く
を
占
め
て
い

る
の
は
、
産
業
廃
棄
物
で
す
。

　

私
た
ち
の
大
切
な
生
活
環
境
を

汚
染
す
る
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
を
見
か
け
た
ら
、
直
ち
に
警
察

か
役
場
ま
で
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

早
期
発
見
、
早
期
解
決
の
た
め
、

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
自
然
環
境
を
破
壊

す
る
重
大
な
犯
罪
で
す
。

　

絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
と

い
う
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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広報

　

こ
ん
に
ち
は

　
　

よ
ろ
し
く
ね　
　
　
　
　      　

佐
々
木
陽は

る
と斗

く
ん（
崇
夫
・
み
さ
と
・
男
の
子
）

緑
町

石
山
莉り

お

な
央
華
ち
ゃ
ん（
利
法
・
深
佳
・
女
の
子
）
花
磯

　

お
く
や
み

　
　

も
う
し
上
げ
ま
す

櫻
井　

正
衛
さ
ん（
58
歳
）花　

磯

田
畑　

秀
雄
さ
ん（
81
歳
）花　

磯

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

町 の 人 口
= 4 月末現在 =

世帯数　1,985（± 0）

人　口　4,322 （−8）

　男　　1,986 （＋ 1）

　女　　2,336 （－ 9）

（ ）内は前月との比較増減

４
月
15
日
〜
５
月
14
日
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よ
ろ
こ
びか

な
し
み

　

六
月
五
日
は
環
境
の
日
。
そ
し

て
、
六
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す
。

　

乙
部
町
は
、
美
し
い
海
と
山
に

囲
ま
れ
た
町
で
す
。
こ
の
景
観
を

子
や
孫
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い

く
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

～
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は

　
　
　
　
　
　

や
め
ま
し
ょ
う
～

　

道
路
わ
き
や
空
き
地
に
は
、
ゴ

ミ
や
、ガ
ム
、煙
草
な
ど
、大
小
様
々

な
も
の
が
捨
て
ら
れ
て
、
街
を
汚

し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
は
な
く
、

土
壌
や
水
環
境
を
破
壊
し
て
し
ま

う
第
一
歩
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、「
小
さ
な
も
の
だ
か
ら
」
と

か
「
ま
わ
り
も
捨
て
て
い
る
か
ら
」

と
言
っ
た
、
安
易
な
気
持
ち
で
の

ポ
イ
捨
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ポ
イ
捨
て
と
言
う
と
軽
く
聞
こ

え
ま
す
が
、
行
っ
て
い
る
こ
と
は

不
法
投
棄
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い

と
言
う
こ
と
を
意
識
し
て
く
だ
さ

い
。

～
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
～

　

不
法
投
棄
が
行
わ
れ
る
と
、
川

や
海
や
山
な
ど
の
自
然
環
境
が
汚

染
さ
れ
、
私
た
ち
の
健
康
や
生
活

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
に
対
し
て

は
、
産
業
廃
棄
物
と
一
般
廃
棄
物

（
一
般
の
家
庭
生
活
に
伴
う
ご
み
な

ど
）
と
の
違
い
に
よ
る
区
別
は
な

く
、
法
律
（「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」）
に
よ
り
、

厳
し
い
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
に
対
す
る
罰
則
は
、

産
業
廃
棄
物
、
一
般
廃
棄
物
と
も

共
通
で
す
。

　

ま
た
、
未
遂
行
為
で
も
同
じ
罰

則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

●
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

一
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
又
は
こ

れ
ら
が
併
科
さ
れ
ま
す
。

●
法
人
が
関
わ
っ
た
場
合
に
は
、

会
社
に
も 

三
億
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

～
民
有
地
は
所
有
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　

処
分
義
務
～

　

民
有
地
に
廃
棄
物
を
不
法
投
棄

さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
土
地

所
有
者
ま
た
は
、
管
理
者
が
処
理

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
そ
う
な
土
地
に

は
、
柵
や
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、

自
分
の
土
地
に
は
、
常
に
注
意
を

編
　
集
　
後
　
記

　

景
色
の
中
に
緑
色
が
増
え
て
、
春

か
ら
初
夏
へ
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

暖
か
く
な
っ
て
き
て
、
お
出
か
け

す
る
機
会
も
増
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
事
故
な
ど
の
な
い
よ
う
に
、
気

を
つ
け
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

六
月
は
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
で
す

ね
。

　

元
気
に
駆
け
回
る
子
ど
も
達
を
見

る
の
が
楽
し
み
な
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
子
ど
も
達
よ
り
張
り
切
っ
て

応
援
す
る
家
族
の
方
々
を
見
る
の
も

ま
た
楽
し
み
で
す
。

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

6月は道町民税（第1期）の納期限です。

　

乙
部
町
集
落
支
援
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
毎
年
、
鳥
山
ゆ
り
の
里
活
性
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
野
菜
市
が
、

五
月
二
十
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
菜
市
は
、
富
岡
地
区
、
千
岱
野
地

区
で
生
産
さ
れ
た
、
ト
マ
ト
や
ア
ス
パ

ラ
な
ど
の
規
格
外
品
を
格
安
で
販
売
す

る
も
の
で
、
毎
年
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

開
催
期
間
は
、
毎
週
土
・
日
曜
日
の

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す

が
、
野
菜
が
な
く
な
り
次
第
終
了
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
温
泉
の
つ
い
で
に

立
ち
寄
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

不
法
投
棄
の
根
絶

  
豊
か
な
自
然
を
次
の
世
代
へ

今
年
も
野
菜
市
が

　

始
ま
り
ま
し
た

～
規
格
外
野
菜
を
大
安
売
り
～

不法投棄された家具・家電


